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Ｃブロック ／ピックアップ資料① 

 

 

千葉豊治（1881～1944）は古川出身の吉野の友人。宮城農学校から早稲田大学に進学、上京

後は吉野と同じく本郷教会でも活動しました。アメリカ留学後、カリフォルニアの日本人移民向けの邦

字新聞「日米新聞」で記者となり、アメリカにおける排日移民問題の歴史的・社会的背景について

吉野に研究材料を提供したこともあります。展示のハガキは、袁世凱の子・克定の家庭教師として天

津に赴任した吉野に、任地への無事到着を祝いつつ日本に残った家族の健康を知らせたもの。 

 浮島になっているガラスケースでは、吉野作

造や関係人物の直筆資料、その他重要資料を

多く展示しています。 
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＊市町村名は現代のものです 
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ピックアップ資料② 

『書経』（尚書）「胤征篇」の一節。「先王

克く天戒を謹み、臣人克く常憲あり」と読み下

します。「先王」とは尭や舜のような昔の優れ

た王のことを指します。先王は天の戒めを謹

んで守り、臣下の者たちは決まったおきて

（法）に従った、という意味です。吉野の教え

子で娘婿でもある赤松克麿の旧蔵品。 

東北帝国大学でも教鞭を執った

哲学者・阿部次郎（1883～1959）

の著作『人格主義』を書評した吉野

の原稿。芸術とは永遠の理想を現

実世界の中に見出すものだと阿部

が論じたことについて、プロレタリア

文学の流行などにより理想主義の

思想が劣勢になる中で、阿部の著

作は大きな価値があると絶賛してい

ます。 

吉野家に保管されていた資料の一つで、吉野と共に文化生活研

究会を設立し活動した作家有島武郎（1878～1923）の書簡です。内

容は東京帝国大学法科卒の青年牧山正彦を紹介するもので、牧山

自ら持参しています。牧山はのちに草間平作の筆名で翻訳家として

活動し、ドイツの社会主義者ベーベルの『婦人論』、スイスの法学者ヒ

ルティの『幸福論』などの邦訳で知られています。 

 浮島になっているガラスケースでは、吉野作造や関係人物の

直筆資料、その他重要資料を多く展示しています。 


